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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 
○全国平均を上回った種目 

 上体起こし、立ち幅跳び 

○全国平均を下回った種目 

 握力、長座体前屈、反復横跳び、20ｍシャト

ルラン、ハンドボール投げ、50ｍ走 

・合計の数値でも全国平均を下回っているが、運動に

対する意識は低くない。食事を含め、総合的な面で

体力の向上に取り組んでいく必要がある。 

 
○全国平均を上回った種目 

 上体起こし、立ち幅跳び、反復横跳び 

○全国平均を下回った種目 

 握力、長座体前屈、20ｍシャトルラン、50ｍ

走、ハンドボール投げ 

・男子よりも体力低下の傾向が顕著であり、運動機会

を確保する必要がある。 

 ・「運動やスポーツをすることが好き」「体

育の授業は楽しい」と肯定的な回答の割合

は、男女とも全国平均を上回る。 

・学校の部活動や地域のスポーツクラブに所属

する生徒の割合が全国平均を上回っている。 

・運動が好きな生徒の割合は多いが、日常的に

運動する習慣がない生徒も比較的多いため、運

動量を確保する等の工夫が必要である。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

○地域のスポーツクラブへの施設の積極的な開放 

○学校評議員会・学校関係者評価等の活用 

 

 

体力・運動能力

＜男子＞ 

具体的な

取組 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

○保健体育科授業の充実（最重点） 

  

 体力強化を目的とした授業の準備運

動の導入。 

 

新体力テストの有効活用 

 

ICTを活用した保健体育科授業の推

進 

 

 

 

 

○食育の推進 

 

日常の学級での給食指導、給食だよ

り、リザーブ給食などの取組で食に対

する意識向上を図る。 

 

 

○性に関する指導の充実 

 

保健の教科指導だけではなく、助産師

や保健師による講演会を開催し、発達

段階に応じた性や生命に関する意識の

向上を図る。 

 

 

 

○生徒組織主催による取組 

学年レクリエーション、学年スポー

ツ大会（夏季、冬季）、校内陸上競

技会の実施（今年度は学年別体育大

会） 

 

〇三間（仲間、時間、空）の創出によ

り、運動機会の充実を図る取組 

昼休みの体育館開放、グラウンド開

放等の日常の取組 

 

小中一貫した教育推進委員会による

小中間で共通した運動機会の展開 

 

 

 

 


